
第5回あいな里山まつり 

超高度処理やノンポイント対策等の促進を支援します。 

1,400万人の生活や 
産業活動を支える貴重な 
水資源の保全が図れます。 

　琵琶湖の環境基準達成のため、さ

らなる負荷の削減を目指して、超高度

処理*
1
の実験を継続実施するほか、

非特定面源負荷対策（ノンポイント対

策*
2
）として、平成15年度供用の草津

地域に引き続き、栗東・守山地域へ

の導入を検討し、汚水の流入増に対

しては、高度処理の促進を引き続き

図っていきます。 

●湖南中部浄化センターにおける 
　高度処理施設の増設  
●東北部浄化センターにおける 
　高度処理施設の増設  
●湖西浄化センターにおける 
　高度処理施設の改築更新  
●栗東・守山地域における 
　非特定面源負荷対策の検討 

　超高度処理やノンポイント対策など

の下水道施設を整備することにより、

以下の効果が期待されます。 

●水質環境基準の達成 

●アオコや赤潮の発生抑制 

●安心して飲める水の確保　等 
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琵琶湖流域（滋賀県） 

琵琶湖流域下水道の整備促進 
近畿の水がめ「琵琶湖」の水質改善を図ります。 

　琵琶湖流域下水道は、近畿圏のう

ち1,400万人の貴重な「水がめ」であ

る琵琶湖の水質保全のために着手

し、平成14年度末の下水道普及率は

72.6%まで向上しています。その結果、

アオコや赤潮の発生頻度は少なくな

ったものの、依然として環境基準を下

回るレベルまで改善されていません。 

琵琶湖の水質は依然として環
境基準を達成していません。 
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■平成16年度の主な事業箇所 
　（いずれも滋賀県施工） 

用語解説 

超高度処理とは、COD、窒素、リンを現行の高度処理のレベルを大きく超えるレベルで除去することを目的とした処理であり、現行の高
度処理による放流水の水質においてCOD、全窒素、全リンの濃度を半分以下にしようとするものです。  
ノンポイント対策とは、流域から流出する汚濁源のうち、発生源の特定が困難な雨天時において山地・農地および市街地から流出する汚
濁物質を削減するための対策です。 

　次世代を担う小中学生とその先生

方に、社会資本の重要性を理解して

いただくための取り組みを展開します。

具体的には社会資本整備の現場を

積極的に紹介するほか、社会資本の

重要性や必要性を学ぶことができる

教材を配付します。 

　地元、ＮＰΟ、一般市民の方々の参

画と協働によるさまざまな活動を通じ

て、里山環境をどのような方法で、ど

のような公園として整備・管理運営し

ていくかを考え、それを試行していく

ことを目的として、平成11年度より実

施しています。 

総合学習・自然体験学習への支援 
身近な自然等を活用した総合学習・自然体験学習の機会を提供します。 

総合学習 

○子ども達の水辺の遊びを支える
　地域連携体制の構築 

　ＮＰＯ、ボランティア団体等の地域

の方 と々協力しながら、水辺が自然

体験の場、遊びの場として活用され

るような仕組みをつくります。  

○自然環境あふれる 
　安全な水辺の創出 

　自然の状態を極力保全、あるいは

瀬や淵、せせらぎ等の自然環境を創

出するとともにアクセス改善のための

緩傾斜河岸の整備等を通じ、子ども

達が自然と出会える安全な水辺をつ

くります。 

水辺の楽校プロジェクト 

あいな里山づくり 

みなとの総合学習風景 

31 32

ガイドブック 

あいな里山サロン 

水質保全に資する施策の効果 

副読本 

*1

*2

水辺の楽校学習風景 

※下水道等とは、下水道超高度処理、ノンポイント対策、 
　下水道事業、農業集落排水事業、合併処理浄化槽設 
　置整備事業の事業を指します。 

その他施策による削減量 

下水道等による削減量 

琵琶湖への流入負荷量 
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超高度処理 
（砂ろ過＋オゾン酸化＋生物活性炭処理） 

砂ろ過 

凝集剤 

オゾン反応槽 

オゾン発生機 

放流 

活性炭処理槽 
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（kg/日） 

滋賀県の下水道普及率および琵琶湖のCOD濃度 高度処理人口普及率ランキング 

昭和 平成 
（年） 

45,586 35,88555,985

下水道等による 
削減率70％ 
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全リン 

19,485 16,90321,676

下水道等による 
削減率67％ 

1,111 835.51,465.6

下水道等による 
削減率73％ 
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